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Sys’D在庫・請求システムの特徴
 パソコン1台で複数の荷主を管理

 現場で「使える」機能を標準で装備

 業務に合わせた機能変更が可能
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問題点

 全体の業務処理が「見える化」していないため、全体の
進捗状況の確認がしづらい進捗状況の確認がしづらい。

 顧客によって作業に流れが異なるため、次に処理する
べき項目は手順書を見ないと間違える可能性があるべき項目は手順書を見ないと間違える可能性がある。

 作業の証跡を残すことが出来ない。
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AgilePointBPMSとの連携による特徴

 全体の進捗の把握がおこなえる。

次におこなう処理の項目を正しくおこなえる 次におこなう処理の項目を正しくおこなえる。

 ユーザーインターフェースは、SYS’D(MS Accessベー
ス)の画面を そのまま利用ス)の画面を、そのまま利用。

 プロセスの実行結果(証跡)が残るため、BIのデータとし
使用する とも可能て使用することも可能。
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連携イメージ
(他システムと連携する場合)

AgilePart
の登録プロセス設計

エンジニア

AgilePart
の登録

プロセステンプレートの
リリース

の登録

プロセス管理
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連携の流れ

処理をおこなうワークフロー名を選
択して、”新規追加”ボタンをクリック

すると、自動的に選択した業務フ
ローのプロセスが実行します。
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次におこなう処理が、”処理待ちタ
スク”に表示します。表
処理する項目を選択して”次の処
理を実行”ボタンをクリックすると、
処理をおこなう画面に変わります。
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処理が完了すると、自動的にフ
ローが次ぎの処理に遷移します。
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業務プロセス結果

フローの処理結果は、ブラウザ上
で確認することができます。また、確認す す。 、
データはテータベースに保存され
ていますので、ExcelやBIを使用し

て業務のボトルネックを発見するこ
ともできます。
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Sys’Dのお問い合わせ先

 開発・販売・営業的お問合せ
株式会社グローバルワイズ株式会社グ ルワイズ
Sys’D在庫・請求システム
担当：浅井、石川
電話番号：03 3225 4612電話番号：03-3225-4612
ホームページ： http://www.frontierdomain.co.jp/

 設計・著作・技術的なお問合せ
佐久間システム設計事務所
電話番号：050 3679 6007電話番号：050-3679-6007
メールアドレス：info@sysd.biz
ホームページ：http://www.sysd.biz/y
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“Think Big. Start Small. Scale Fast.”
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